
子育て家庭と区長のタウンミーティング（子育てカフェ）で寄せられた主な意見

テーマ：子育て家庭にとって住みやすいまち

(２０２５年７月５日開催分)

保育や教育に関すること

子育て世帯が周囲と関わりながら子育てできる環境があるとよい。

公園や道路、まちづくりに関すること

道路、公園のごみのポイ捨てが多い。

一時保育を手軽に利用したい。

病児保育を気軽に利用したい。また、病気の時にいつもの保育園に預けられるようにしてほしい。

ベビーシッター利用支援事業、産後ケア事業（ショートステイ）はありがたい。産後ショートステイでは、上の子も一緒に
預かってほしい。

インクルーシブ教育を拡大を図り、健常者の保護者への相互理解のための講話、障害児の保護者の声を聞くタウンミーティ
ングを行ってほしい。

公園のトイレをきれいにしてほしい。

子どもたちが自由に遊べるプレーパーク、魅力的な遊具のある公園、芝生のある公園がほしい。

中野駅のバリアフリー化（エレベーター、スロープ、東側の出口）を図ってほしい。



煙の出ない喫煙所をつくってほしい。一定間隔で喫煙所を設けてほしい。

地域公共交通サービスとしてバスの本数を増やしてほしい。

子どもの遊び、体験、学びの機会に関すること

水泳などの習い事が充実した施設（例:南部スポーツ・コミュニティプラザ）が近隣にほしい。

児童館などで子ども向けのフリーマーケットを開催してほしい。

子育て家庭が交流できるイベント(例:BP1プログラム)をもっと増やしてほしい。

その他

子育て家庭に対する家賃補助制度を導入してほしい。

無認可の民泊について取り締まってほしい。

子ども一緒に休息できる店、子ども服の買える店がほしい。

バリアフリートイレの普及を進めてほしい。また、車椅子であっても入りやすいお店を増やしてほしい。

違法駐車や、スピード違反の取締りを強化し、事故防止を図ってほしい。
保育園近く等では、道路上にバンプを設置する等、車のスピードが出ないようにしてほしい。
また、自転車や電動キックボードの利用マナーを向上させてほしい。


